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平成２２年６月２４日（木） 駒西小学校 参加者２２名

１９：００ 開 会

・市長あいさつ

・自己紹介（副市長、教育長、総合政策部長）

・財政状況の説明（総合政策部長）

・老朽化する公共施設の説明（市長）

参加者：市民プールについて、夏休みはプールに行かせてあげたいが、友達同士で

自転車で行ける場所でどうにかしてほしい。

市 長：旧上福岡のプールは老朽化で、大井のプールはご承知のとおりです。まだ

建設について具体案はなく、まずは財政の健全化を目指しております。こ

れまでにもプールの件について、いろいろご意見いただいていますが、「は

いわかりました。」といえる状況ではありません。今、学校のプールの開

放を検討しており、今年度に間にあわなくても、来年度からは監視員の体

制もきちんとして何とかやりたいと考えています。

参加者：各公共施設がダブルであるが、もし私が市長だったらということで言わせ

てもらえば、どちらかを売却すべきではないか。大胆に行うべき。今まで

近くにあったのが無くなるのは、一時的には不便だが将来を考えるなら、

どちらかは潰すべき。

若い世代が住みやすいまち、それが市の収入にもつながる。魅力あるまち

づくりを大胆にすすめてほしい。

市 長：確かに同じ規模の施設が２つあります。それぞれの行政の歴史のなかで運

営してきましたが、この小さな行政のエリアに２つあるのは、スケールメ

リットを生かしていません。ここで思い切ったことをして行かないと、今

まで何をしてきたんだと言われてしまいます。それぞれ、お互いが我慢し、

尊重し合う必要があります。

私も、子ども優先の政策に力を入れてやっていきたいと考えています。ご

指摘のとおり若い世代、子育て世代が住みやすいまちにしたいと思います。

参加者：南台の飛び地の部分に住んでいるが、ごみ収集において、まわりの大井地

区はコンテナを置いているが、それをやめて統一したらどうか。

市 長：分別は統一しましたが、詳細は別途回答します。
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【個別回答】

現在、資源物１ビンの回収に大井地区では「色付き」と「透明・白色」の 2箱を
設置し回収しています。上福岡地区は、透明のビニールにビンを入れていただき回

収をしています。費用的には、大井地区の回収は収集運搬の料金がかかり、上福岡

地区では、選別費用がかかっています。

大井地区と隣接している南台 2丁目の地域で収集形態が違うことは、よくないこ
とであることを認識しています。そのため、今年度、市民アンケートを実施し、そ

の結果をふまえ全体で変えられるところは変えていくことを考えています。

参加者：公共施設の老朽化というが、耐震診断してＯＫだったところがどのくらい

あるのか。

財政状況の説明の中で、国保会計への繰出し分については、子どもへの仕

送りでなく医療費ではないのか。

市 長：新耐震基準を満たしているのが９６施設中６６施設で、３０施設が満たし

ていません。３分の２がＯＫの状態です。

国保の場合、特別会計の赤字補填分で一般会計から特別会計への補助とい

う意味なので仕送りに例えています。医療費とは実際には扶助費で、生活

保護などにかかる費用であり、削ることのできない費用という意味で家計

に置き換えて医療費にしています。

参加者：広域ごみの件、現在２炉中１炉で足りるという説明を聞いた。それなのに

新しいごみ処理施設が必要なのか。緊急度はあるのか。

市 長：上福岡、大井にそれぞれ２施設ありますが老朽化が激しく、特例債が使え

るうちに整備しなくてはなりません。今の炉でも処理量は能力的には大丈

夫ですが、今後２０年、３０年先の将来を考えれば、今やる必要がありま

す。

参加者：ごみ処理施設は必要と判断されたから建設するのだと思うが、今後は必要

ない小学校を建設することがないようにしていただきたい。ある小学校の

外壁はとても先進国の学校とは思えない。耐震化で足場を組むときに一緒

に改修できなかったのか。効率的なお金の使い方をして欲しい。

市 長：東台小学校建設については当時、議会でもいろいろ議論がありました。耐

震・大規模改修については安心安全のため、耐震を優先しています。大規
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模改修については国の補助金が付きにくいので、財源が厳しい中、まずは

安心安全を優先しています。確かに外壁がひどいところがあるので、ほか

を切り詰めて無駄のないようにしてまいります。

参加者：東台小学校は、子供が少なくなった時に老人ホームとして対応できると聞

いているが。

市 長：地域開放型の施設なので、そのようなことを言っている人もいるようです

が、行政の公式見解ではありません。また、補助金の関係で３０年間は用

途変更ができません。

参加者：このような機会をもっていただいてありがたい。これをぜひ、市制に反映

させてほしい。また定期的に実施してほしい。

経常収支の話があったが、結局は税金の使い方だと思う。過去にワースト

１の新聞記事をみたが、今の状況は。

市報に毎年、市の財政状況が出ているが、その記事を見ても良いのか悪い

のかよく分からない。誰にも分かるようなもの、他市と比較した指標など

を示してほしい。

兵庫県小野市では、職員の削減、公債費残高の減など行ってきたが、ふじ

み野市でも実現できると思うが。

市 長：ご提言などを含め、市民目線で市政に反映してまいります。今後は集会所

など、地域に出てまいります。

経常収支比率は、ワースト１が平成１７年度決算の９９．７％。現在平成

２０年度決算で９５．４％、県下でワースト３となっていますので、引き

続き頑張ってまいります。情報開示についても分かりやすくしたいと思い

ます。

小野市の件についてですが、当市の職員数は合併後１００人減ったがこの

ペースではだめだと思い、採用ストップをマニフェストで掲げました。不

要な資産の売却などをしていますが、借地が非常に多い状態です。借地を

以前は買うこともできましたが、今後は買えません。指定管理者制度の導

入などで、維持管理経費の削減を図っていきたいと考えます。

参加者：何から先にするのか、順番の決め方についてはどう考えているのか。

市 長：税金をいかに有効に使うか、どのように配分するか、それが市役所で一番

大切な事だと考えています。市の財政も家庭の財政もゼロの数が違うだけ

で、収入が少なくなれば、贅沢はしません。どうしても必要なものに当て
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るわけです。市役所も同じで、子どもへのこと、命にかかわることなどを

優先することになります。

参加者：費用対効果の件で、観光カレンダーなど出版物はどうなのか。相当な量が

公共施設に残っている。企業なら削減するが、どう考えているのか

市 長：市は観光協会に補助金を出しているので確認したいと思います。また、観

光協会に限らず、他も精査してまいります。

参加者：循環バスについて、旧上福岡地区も走るが、どうしても必要なものなのか。

いつも乗客が少ない。

市 長：ご指摘のとおり、費用対効果を考えたときは疑問に感じるところもありま

す。バスは市の所有で、年間２万８千人しか利用していません。折角バス

を持っているなら先ずは、市内全体を走らせ、また駅にも乗り入れ、経費

削減の努力をしていこうというものです。しかし、大井地域ではルート拡

大を否定する声もあるので、廃止も含めて今後見直したいと思います。も

ちろん、交通弱者対策は必要ですが。

参加者：循環バスは広い道だけしか走らないのか。

市 長：バス路線については、各公共施設を結び、その上でなるべく入っていける

ところは入っていくようにしました。将来的には、利便性を考え、小型の

バスで細かいところを走らせるのも方法の一つと考えます。

参加者：循環バスの件、私は全く必要ないと思う。路線バスで十分だと思う。市政

運営においては、「計画は緻密に、行動は大胆に」で望んでほしい。それ

が、４０代の市長への市民の期待だと思う。思い切って大なたを振って期

待に応えて欲しい。

職員採用の件、採用ストップではなく、採用すべきと思う。新しい血が入

らないとだめだと思う。パートで元職員が多い。新しい考え方の人たち、

人数は少なくてもよいので採用すべきと考える。パートも一般人を重視す

べきである。

市 長：職員採用ストップは人件費を減らしたいという思いからです。行政はどう

しても前例、慣例で動くことが多く新しい血も染まってしまうことが多く

なります。民間経験を積まれた人を中途採用者するというメリットも考え

ていますが、当面は採用しないという事です。いつまでも続けるわけでは
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ありません。

参加者：最近、事業仕分けがはやっているが、当市はこれまで、どのくらいやって

きたか。また、これからどのくらいやるか。

市 長：これまでは、１回も実施していません。初めて今年１０月、３２事業を対

象に実施します。国と地方公共団体では議会などの制度が違います。地方

は二元代表制なので、国のやり方とは少し変えた方法で実施したいと思い

ます。構想日本には委託しません。議会にも関わってもらうことで、全国

初の試みになると思います。少しでも行財政改革に反映したいと考えます。

参加者：歴史民俗資料館の利用人数。運営費はどのくらいかかっているのか。

部 長：上福岡歴史民俗資料館と大井郷土資料館トータルで１万６千人くらいが利

用しています。維持管理費で４百万円、維持管理にかかる人件費が約５千

万円くらいです。

市 長：そういったところは、ＮＰＯとか研究している市民に運営していただけれ

ばと考えます。市民のマンパワーを活用したいと思います。

参加者：子ども手当で１９億円という話の中で、給食費の未納の問題があると思う

が、その考え方は。権利と義務の関係がおかしい。

市 長：法律で、天引きはできません。支給と一緒に通知するなど、方法はありま

すが、現段階ではまだ、そこまでやっていません。未納者に対するお願い

は、していきたいと考えます。

２１：００ 閉会


